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(公印省略)

今年度の重点目標 学園としての取組 取組
項目

学校の経営目標
（中期目標）

今年度の重点目標
（単年度目標）

今年度の重点目標を
達成するための具体的方策

適材適所による人財配置による意
欲の喚起、教員のタイムマネージ
メント力を向上させる。

①一人ひとりの教職員の職務の
明確化
②タイムマネージメント

①自己申告時のタイム進行管理
表の作成により、仕事内容を見え
る化する。

a1 b6 d2

昨年度明らかになった課題　※昨年度の学園評価から
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※項目例
・個別最適な学びと協働
的な学びの一体的な推
進
・三鷹市小・中一貫カリ
キュラム、三鷹「学び」の
スタンダードの活用による
授業力向上
・授業のユニバーサルデ
ザイン化による分かる授
業の推進
・主体的・対話的で深い
学びの推進
・ＧＩＧＡスクール構想
・みたか地域未来塾をは
じめとした補充学習等

※項目例
・考え議論する道徳
・いじめの早期発見・
早期解決
・デジタル・シティズン
シップ教育
・情報モラル教育
・生活指導等
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※項目例
・退校目標時間、ノー
残業　デー等の設定
・教員のタイムマネジメ
ント力の向上
・人財の効果的活用
・地域行事等への参加
の工夫等
・部活動の適正化

・「三鷹市立学校における働き方改革プラン」を踏まえ、SC推
進員、校内の専門スタッフや校務支援システムの活用、効率
的な会議運営などにより、組織的な課題解決力の充実を図り、
校務改善を進める。
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①キャリア・アントレプレナーシップ教育の推進【8】
②子ども熟議による企画【9】

※項目例
・三鷹市小・中一貫カ
リキュラムの実施・検証
に係る内容（学園研究
等）
・小学校間での授業交
流
・乗り入れ授業
・児童・生徒の交流活
動

※項目例
・スクール・コミュニティ
の創造に係る内容
・コミュニティ・スクール
の運営に係る内容
・地域との効果的な連
携に係る内容（関係機
関との連携、教育ボラ
ンティア等）

①学園研究の充実【1】
②基幹学力の定着・向上【2】

①実践力につながるあいさつ運動【7】
②
・温かい人間関係の醸成
・道徳教育の充実
・自己肯定感、自己有用感の向上
・オリンピック、パラリンピック教育レガシーの推進　【12】

①連雀学びのスタンダードの改訂【4】【14】
②体力向上、健康教育への取組【13】
③安全に関する正しい知識と高い意識【10】
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①交流活動の改善【5】
②学園研究の充実【1】
③児童会・生徒会活動によるリーダーシップの育成【6】

令和５年度  連雀学園  三鷹市立第六小学校  経営計画

コミュニティ・スクール委員会や連雀
ジョイナスについて、管理職のサポー
トの下、会長・副会長を中心に運営で
きるようにする。

o

s

学校の経営計画　※学校ごとに記述

学校で重点的に育む資質・能力　※教育課程届出から

昨年度明らかになった課題　※昨年度の学校評価から

〇CS委員会での熟議や連雀Join usの活動を一層推進し、スクール・コミュニティ構想を進める。
〇学校3部制の第2場が軌道に乗ってきている。更に新たな企画を行うなどして子どもたちの生活を豊かにす
る。
〇よりよい人間関係をつくり安定した学校生活を送れるようにすることを基盤に、個別最適な学びと協働的な学
びの両輪を進める。
〇体力の向上、健康の増進を目指す。

今年度の改善方策

○あいさつの日常化に代表される「地域の子どもを地域で育てる」意識を、保護者・地域・学校でもてるよ
う、スクール・コミュニティの推進を図る。
○個別最適な学びと協働的な学びを推進し、主体的・対話的で深い学びの実現へ向けた授業改善に引き
続き取り組む。
○道徳教育の充実に加え、交流活動を児童・生徒、地域とも日常的に連携し、温かい人間関係の醸成を
図る。

三鷹市教育委員会　様

記

様式１（市教委報告用）

〇CS委員会での熟議や、子どもを含めた熟議、教師やPTAによる熟議を通して、連雀版学びのスタンダードの
改訂を行う。
〇年度当初から連雀Join usの活動計画を立て実施する。
〇日本保育サービスや虹色キッズクラブとの連携を深め、教室開放の新たなプログラムを開発、実践する。
〇ハイパーQUの研修会を行い、人間関係創りについて学ぶ場を設定するとともに、学園研究を通して、個別
最適な学びと協働的な学びを目指した授業改善を行う。
〇東京都健康教育推進校として、体力の向上はもちろん、健康の保持増進に向けた取り組みを計画・実践し
研究発表会を実施する。

※項目例
・基本的生活習慣の確
立
・体力向上、健康にか
かわる内容（食育）等

令和５年度の経営計画について、下記のとおりお届けします。
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学園の経営計画　※学園内で統一記述

〇「健康な子ども」を重点目標とする。重点目標達成のため、家庭・地域社会との協力、協働の関係の中で、
体育や保健の授業改善とともに、健康的な基本的生活習慣を身に付け、外遊びを奨励し、運動の日常化に取
り組む。あわせて、自己肯定感、自己有用感を高めることを意識した授業改善・教育活動を行うことで「たくまし
い六小の子ども」の育成を目指す。
〇主体的・対話的で深い学びを展開し、「思考力・判断力・表現力等の育成」を重点とし、「知的コミュニケー
ション」をキーワードとして、本校は体育・健康教育で研究をすすめる。

学園で重点的に育む資質・能力　※教育課程届出から

〇学園の研究テーマを「知的コミュニケーションを活かした学習指導の工夫」として、主体的・対話的で深
い学びを展開し、「知的コミュニケーション」をキーワードとして、「思考力・判断力・表現力等の育成」を重
点とする。
〇タブレットパソコンを活用し、一人ひとりの子どもたちが、自ら課題を設定し、探究の仕方を考えて課題解
決する個別最適な学びを展開するとともに、多様な他者とのかかわりの中での協働的な学びを推進する。

②連雀学びのスタンダードの改訂
③連雀ジョイナスの活動を計画的に
実施する。

②CS、CS委員と教員や保護者、児童
会・生徒会などの熟議を進める。
③年度当初に連雀ジョイナスの計画
を立て、すすめる。

①小学校での教室開放の実施、中
学校での地域の方による部活動の試
行。

①２年生からの算数習熟度別授業
②定期的な補習や長期休業中の集
中補習、地域未来塾などの実施。

今年度の改善方策

○CS委員会の充実やＳＣ推進員の活用及び学校三部制の第２部である放課後の教室開放をさらに進め
る。
○「知的コミュニケーションを生かした学習指導の工夫」をテーマに、２年目の学園研究を充実させ、学び
に向かう集団作りをすすめながら、授業改善に取り組む。
○学園全体で導入するＱ-Ｕ調査を基に、よりよい人間関係づくりに努めるとともに、児童・生徒や地域学
校協働本部の活動の活性化により、交流活動を充実させる。

①新たなプロぐグラムの開発・実施。①「学校３部制」の第2部の教室開放や部活動の地域移行について
進める。【4】
②コミュニティ・スクール委員会や教職員、保護者などの熟議を通し
て、「連雀学びのスタンダード」の改訂を進める。【14】
③年度当初に連雀ジョイナスの活動計画を立て実践する。【4】【11】
④CS委員会発行の学園ニュース「ジョイナス」を計画的に発行する。
【15】
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〇コミュニティ・スクールを基盤とした
小・中一貫教育を推進し、９年間の義
務教育の学びと１５歳の姿に責任をも
つ学校

q

①４・５年生の選択交流学習、6年生
の一中体験、1年生から中学校3年生
までの連雀たてわり活動を実施する。

a5 c1

〇学力向上を保障する学校
「分からない子をつくらない。」

①学年ごとに児童の実態に応じて指
導計画を改善したり、新たな単元を開
発したして活動を実践する。

①子どもたちの声を聞く機会を定期
的に設け、可能な内容を実施する。

①70周年行事について、子どもたち
の意見を基に計画実践する。

地域人財、目的に応じた外部の方々
と協働したキャリア・アントレプレナー
シップ教育の実施。

児童会・生徒会交流や子ども熟議な
どを通して、子どもたちの声を学園・
学校経営に反映する。

b2

①ハイパーQUテストの結果を基に、
よりよい「学級集団つくりをすすめる。
②子どもたちの意見を取り入れ、オリ
ンピアンやパラリンピアン、アスリート
との交流学習を実践する。

c7

※項目例
・特色あるキャリアアン
トレプレナーシップ教
育
・デジタル・シティズン
シップ教育
・現代的な諸課題に対
応して求められる資
質・能力の育成
（伝統や文化に関する
教育、主権者に関する

①基幹学力の確実な定着

特

色

あ

る

教

育

活

動

（
そ

の

他

）

①三鷹地域学習に関する小・中一貫
教育カリキュラムの改訂

u a9

①学び合い高め合う学級集団の醸
成
②オリンピック・パラリンピックレガ
シー教育の実践。

①小・小の交流、小・中の交流活動を
実施する。
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心身ともの健やかさを育む学校
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①六スポ、長縄などの体育的活動
②三つの観点からの授業実践
③保護者・地域の方も参加した、保
健・食育の実践。
④令和6年2月16日に研究発表会実
施

研究を中心に体育・健康教育に取り
組み、結果として体力の向上が図れ
るようにする。

①運動・保健・食育の3本柱で研究を
進め、2月に研究発表会を実施する。

①個別最適な学びと協働的な学びを
一体的に進め、子どもたちに確かな
学力を身につけさせる。

①タブレットを活用した個別最適な学
びとグループでの話し合いや作業な
ど協働的な学びを入れた学習過程の
実践。


